
用　語　解　説

エ　コ　ロ　ジ　ー

（Ecology）

　A　最近，環境の汚染等の問題に関連し，エコ・ジカ

ルな取りあつかいをしなければならぬ，というようなこ

とが言われ，エコ・ジーという言葉が盛んに使われてい

ますが，その意味を簡単に説明して下さい．

　Bエコ・ジー（独Okologie，英ecology）という術

語はドイツの有名な生物学者ヘッケル（E．Hacke1）が，

1866年に発表した著書の中ではじめて使った言葉です．

OikosニHaus，10gos＝Wissenshaftで，彼は生物と外囲

および共存者との関係を論ずる科学と定義しました．カ

ーペンター（J．RCarpenter，1962，p．91）の「生態学

事典」にはヘッケル流の定義として，“The　Science　of

relationships　of　organism　to　environment”を与えてい

ます．

　A　エコ・ジーを生態学と訳したのは誰ですか．

　B　ドイツに留学した帝大教授の三好学です．彼は明

治28年（1895）「欧州植物学競近之進歩」という本を書

き，この中で彼は植物学を生理学，形態学，分類学，生

態学の四つに分類しています．ただし彼の名付けた生態

学はPHanzenbiologieの訳で，彼はこのbiologieを動・

植物学の総称としてのBiologie（生物学）とは別の意味

に使ったのです．

　ヘッケルはOkologieという言葉をつくったものの，

彼自身はこの言葉はあまり使わず．現代の生態学に対応

した言葉としてBiologieを使っていたということです

から，現在の生態学という言葉の発祥はやはり三好とみ

てもよいでしょう．三好は明治41年（1908）に「普通植物

学上編」を書き，ここでダーウィン（（ンDarwin）にょ

って確立された生態学に言及し，“該体とその周囲との

関係を明らかにするにあり，これを生態学（Ecology）

という”といい，ここではっきりとecologyの訳とし

て生態学を使っています．

　A　術語としての起源はそうかもしれませんが，一般

にはもっと広い意味に生態ないし生態学を使っているの

ではありませんか，
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　B　その通りです．たとえば石川達三には小説「結婚

の生態」があります．戦前，新井真次は「或る男のエコ

・ジー」（1938）という本を書いたことがあります．後

者の場合，その内容から言って，これは或る男（自分）

の行動ないし業績を書いたものですから，これはむしろ

エソ・ジー（Ethology，習性学）とよぶべぎです．生態

学にはもちろんエソロジルカルな面があるとはいえ，こ

れをエコロジーというのは言葉の乱用でしょう．

　A　一般の使用例と，学術語としてのエコロジーはど

んな関係にあるのですか．

　B　生態学者の沼田真（1956，生物学辞典，みすず書

房，p．170～171）は生態という言葉を次の四つの段階に

整理しました．

　①生活のありさま，生活状態．

　②実験室でなく，野外の自然における研究，

　③生活状態をとくに外部環境との関連のもとに理解し

　ようとすること．

　④事実をパラバラに切りはなさずに，総合的に相互関

　係を把握しようとすること．

　石川の小説が，どの段階まで達しているかわかりませ

んが，学問にせよ，芸術にせよ①一④に進むにつれ，深

まってゆくことは明らかなことでしょう．

　A　それでは，生態学は何か特別な方法を持った学問

なのですか．

　B生物群集と，その無機環境を総合して生態系

（ecosystem）と言います．生態系の中には生産者（たと

えば緑色植物），消費者（動物や菌），分解者および還元

者（微生物）が含まれていますが，この生態系の構造

（structure）と機能（function）をしらべることが，生

態学の現代的な定義と言えるでしょう．。（たとえばE．

P　Odumによる）オダムは生態系の構造として

　①生物群集の組成，生活史，分布

　②栄養物質の分布

　③生存条件（温度・光など）

　の三つを与え，また機能として

　①エネルギー流の速度

　②物質循環の速度

　　　　　　　　　　　（以下363ページにつづく）
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四日市の海風と大気汚染

大気汚染気象ポテンシャルの予報のための実用性と小官

署における作業量を考えて，あえてこのような方法によ

った．
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（372ぺ一ジからのつづき）

　③生存条件に対する生態的制御の生理

の三つを考えました．またイギリスの動物生態学者エル

トン（（ンElton，1954）は野外において生態系の研究が

進む次のような四つの段階を示しました．

　①定倥的観察にもとづく自然誌的段階

　②単なる記載から，数を処理し，集団構造を解析する

統計的段階

　③個体群のからみあった生物社会の性質を，特定の個

体群の変化や平衡をとおして調べる動的段階

　④エネルギーの通路や出入りをとおし，生態系全体ま

たはその一部の生産性を調査する段階．

　A　お話をきいていると，生態学が何を目的とし，ど

んな調べ方をするのかが大体わかってきましたが，科学

の方法としては，ことさら新しいことはないように思い

ますが．

　B　確かにその通りですが，生物という対象を考える

と，対象に応じた方法の特殊性がうかび上ってきます．

いま物理科学　　生物科学　　社会科学とならべてみる

と，生物科学は上，下に二つのフ・ントを持つことにな

ります．その一つは基底部の物理・化学との接触面で

す．その領域にあるものとして生化学，生物物理，分子

生物学などとよばれる分野があげられます．これに対し

て社会科学との接触面にあるのが生態学，生物社会学，

動物心理学などの諸領域です．

　A　学問の位置づけは解りましたが，生態学もやはり

本質的には基底部の物理・化学の上に成立つのではあり

ませんか．

　B　そのような面も確かにあり，物理・化学的手段を

全くぬきにして近代的な生態学は成立たないでしょう．

しかしながら生態学を単に物理・化学の一応用として解

消してしまうわけにはいきません．

　それは両側にある物理科学と社会科学を直接比較して

みるとよくわかります．たとえば社会科学は現象論的な

もので，その本質は人間の生理学であるというようなこ

とは誰も言わないでしょう．生理学にまで還元しないで

も，社会のレベルで本質的な普遍法則の探究ということ

がある筈だからで，対象のレベルをぬきにした還元主義

には不備があるのです．

　A　最近，とくにエコロジーが問題にされるのはなぜ

ですか．

　B　それは地球全体が一つの閉じた系として，そこで

の環境汚染が進み，人間の生き方が問題になってきてい

るからです．このような問題の取りあつかいには，従来

やってきたような部分的な知識の単なるつみ上げだけで

は不十分で，もっと各分野の総合化がエコ・ジカルな形

で望まれるのです．

　気象学も名前通りの大気中の現象の認識の学問から，

最近は環境科学の一端をになう学問として成長してきま

した．環境という以上，それは単なる外界ではなく，人

間という生活する主体がかかわりをもつ事物になりま

す．そこでは改めて価値とか目的が総合した形において

問われることになるでしょう．それは純粋な解析的認識

だけでは手に負えぬ問題です．私は昔ながらの気象学

も，たとえば総観法のような特殊なすぐれた方法を生み

出したことは認めますが，将来はさらに価値とか目的を

もった気象技術を反映させながら，新らしい分野が開拓

されていくことでしょう．

　　　　　　　　　　　　（根本順吉：気象庁図書課）
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